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日   時   平成 30 年 11 月 11 日（日） 

秋晴れの大変暖かい絶好の行楽日和の下でグループ“ わ”北区会員他 41 名が参加して、親睦  

ウォーキングを実施した。 

行   程（計画）   神鉄鈴蘭駅に 9時 50 分に集合（誘導）→白長稲荷神社前公園を 10 時 00 分に集

合→同所出発（10:15）→妙号岩（11:35）→石井ダム（休憩、集合写真 10:40～10:45）→神戸市建設局

中央水環境ｾﾝﾀｰ（トイレ休憩 11:05～11:20）→三日月橋（11:35）→水と緑の回遊コース（20 分）→ 烏

原貯水池・立ケ畑堰堤（11:55）,亀の甲広場休憩、昼食（40 分）→同所出発（12:35）→熊野橋→夢野の

丘小学校（トイレ休憩 10 分）→湊川隧道（50 分）→長田橋上公園（解散 14:25） 

上記の行程で烏原貯水池・亀の甲広場の出発の時点で 20 分ほど遅くなったので、平清盛の別荘の

あった雪見御所は省略し、解散した時間はほぼ予定通りであった。 

白長稲荷神社前公園で参加者の受付と本日のウォーキングの概略説明 

     

 

神社前公園を出発して、妙号岩を経由して石井ダムへ 

         

       

 

参 加 者 の 受 付 集合場所でのひととき 神社前で木田さんよりコース案内など説明 

1 班(ﾋﾟﾝｸのﾘﾎﾞﾝ)スタート ２班(ｸﾞﾘｰﾝのﾘﾎﾞﾝ)スタート ３班(ﾚｯﾄﾞのﾘﾎﾞﾝ)スタート 

石井ダムに向かって神鉄の線路沿いを進む 妙号岩を右手に見ながら進む 
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石  井  ダ  ム 

洪水調節・レクリエーションを目的に建設され、2008 年竣工。堤高 66.2m、堤頂長 155mの重力式コンクリートダ

ム。ダム湖は、流域面積 6.9 平方キロメートル、湛水面積 11ha。目的に「レクリエーション」が付く珍しいダムで、六甲

全山縦走路に近接するという立地条件を生かし、ダム堤体に多目的ホールを設けたり、天端の一部を広場にしてあ

り、花壇を設け、展望台として開放するなどレクリエーションの場として整備。また、堤体下流部に階段を持ち、この階

段は散策路の一部になっていて、自由に登り降りできる。（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄより） 

                                                

          

 

石井ダムを出発して神戸市建設局中央水環境ｾﾝﾀｰ（トイレ休憩）を経由し、三日月橋を渡り、      

烏原貯水池へ 

     

      

ダム湖側から見たダム全景 ダム上部（天端）で休憩 ダム天端より階段(318 段?)を降りる 

 

318 で休憩 

ダムを背景に参加者全員の記念写真 

石  井 ダ ム を 出 発 中央水環境ｾﾝﾀｰに向かって進む 中 央 水 環 境 セ ン タ ー 

ト イ レ 休 憩 で の ひ と と き 烏原貯水池に向かって出発 
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烏  原  貯  水  池  ： 神戸市兵庫区烏原町にあるダムによって作られた人工湖。静かな湖畔の情景を楽しむ

ことができます。烏原貯水池の周囲 2.7km を水と森の回遊路と名付けられた道が取り囲んでいるのですが、水と森

の回遊路から見る湖畔の風景が一番の見どころ。（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄより） 

            

        

湊  川  隧  道  :  湊川隧道は、神戸市兵庫区に位置する標高 85m の会下山をくり抜く、わが国最初の

近代河川トンネルとして 1901（明治 34）年 8月に竣工しました。その後、新湊川改修事業により 2000

（平成 12）年に新湊川トンネルが完成したことに伴い、湊川隧道（会下山トンネル）は河川トンネルとし

て土木遺産として、今でも残っています。（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄより） 

      

      

 

     

 

本日のｳｫｰｷﾝｸﾞ(歩行 約 3時間、距離 約９km)終了地点の長田橋上公園でｱﾝｹｰﾄを回収し、解散   

烏 原 貯 水 池 に 到 着 立ヶ畑堰堤（上流側） 烏原貯水池亀の子広場での昼食の様子 

湊 川 隧 道 の 入 り 口 入り口から 2分ほど進んだところ 隧 道 の ほ ぼ 中 間 

もうすぐ出口のところ（入り口から約 20

分） 

隧 道 を 出 た と こ ろ 新湊川沿いで飛び石を渡る 

ｳｫｰｷﾝｸﾞ終了 お疲れさんでした 木田さんよりｳｫｰｷﾝｸﾞ終了挨拶 道満会長よりｳｫｰｷﾝｸﾞ解散挨拶 

（報告書作成  ：  山口 俊雄） 

 


